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っ た 。 具体的に は、 マ レーシ ア
・香港 ・ス リラ ン カ ・バ ン グ ラ デ シ ュ

・フ ィ リピ ン とい うい わ

ゆ る Outer　Circleか らの ゲス トに加え、日本 と同 じくExpanding 　Circleに属す る英語話者 として の

フ ラ ン ス 人 に も出演 して もらっ た 。 従来の テ レ ビ ・ラジオ の 英語講座が専 ら英米語 を対象 とす

る 中で 、こ の 番組 の 目的は、英米語 の 言語的 ・文化 的規範 を超えて展開され る 国際英語の 世界

を、で きる だけ多 くの 英語 学習者 に知 っ て もらうこ とにあ っ た r／またこ の 番 組で 本発表者は 、

「国際英語」 と同様の 現 象は ど の 言語 に つ い て も起こ りうる こ とを示す ため に、「国際 日本語 」

の 例 と して 、凵本 的価値観で は な く自己の 思想の 表現手段 と して 日本語 を用 い て い る米国人 の

David　Goodman 氏の随筆 も紹介 した 。

　最後に 、 本発表者が現在取 り組ん で い る 、 大学で の
一

般英語の 授業に おける 国際英語の 試み

に つ い て 紹介 した 。 こ れ は 近年の 構築主義の 理 念に ヒ ン トを得た もの で 、 「国際英 語の 実践共

同体」へ の 正統 的周辺参加 を主眼 と して い る ，、特 に、現 実の 国際英語使 用者の 日常的 な言語活

動 にお ける 「ニ ュ
ース の視聴 ・読解 とそれ に関する議論」 とい うタス クに着 目した もの で あ る 。

　こ の 授 業で は、CALL 教室で イ ン ターネ ッ トと衛 星テ レ ビ放送 を併用 する こ とに よ り、 CNN

の ような英米メ デ ィ アの み ならず、た とえば シ ン ガ ポール の Channel　NewsAsia の 放送や 中東 の

Aljazeeraの 英語版 ウ ェ ブ ペ
ー

ジ な どの 非 英米 的な メ デ ィ ア も参照 しなが ら 、 授業当日 の ニ ュ
ー

ス を視聴ある い は読解 し、その 内容 に つ い て 受講者 と英語で 話 し合う。 また 、生 の 国際英語素

材 に加 えて 、受講 生の 中に は 留学生 もお り、国際英語の イ ン タ ラ クシ ョ ン が教室 内で展 開 され

る 。

　本 発表者 は 、TOEFL 等で 高得点 を取 っ た留学生 に 対 し て も、受講の 免除は しな い 立場で あ

る 。 「国際英語」教育で は、英 語母語話者さえ も学習者 と見なすべ きで あ り、Japanese　English

な どの 国際英語 の 話者 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を実地 に学んで もらう機会で ある と考 えて い る 。

「国際英語の 実践 共同体」 は、日本 人学生 と留学生、そ して リ
ー

ダ
ーとして の 教師も含め て 、 全

員がお互 い に学び あ う場 で ある 。
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英語関係節の 難度決定要因の 探求

伊藤彰浩 （愛知学院大学）

　1977 年に Keenan ＆ Comrie が提唱 した 「格 階層」 （Case　Hierarchy ）は 、元来、含意的普遍 文

法 理論 で あ り、言語 における 文法 関係 の 階層 性 を意味 して い る 。 こ の 階層が基づ く関係 文法 で

は、文法関係が統語配列 （構造型）を規定す る こ とが前提で ある 。 1980年代 に入 る と、SLA 研

究に お ける有標性理 論が注 日を集め 、 「格階層」の 提唱者の ひ と りで ある Keenan （1975）に よ
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る 「格階層にお い て主 格に 近 い 関係 節の 種類 ほ ど、使用頻 度 と理解度 は上昇す る」 （p．136） と

の 予測が 取 り ヒげ られ、格の 文法的役割の 違 い に よっ て 関係節の 難度は変化する と考 えられ る

よ うに なっ た
。 しか し 、 SLA 研 究にお い て 属格が 主格 に匹敵 す るほ ど の 高 い 正確度で解答 され

る点が複数 の 研究者に よ っ て 指摘 され る よ うに な り、格の 文法的役割の 違い が 関係節 の 難度 を

決定づ けて い る、 との 考え方 に 疑問が投 げかけ られる ように な っ た 。 そ の 後、関係節 の 種類 と

そ の 統語 配列 （構 造型）の 差 に注 意 を向け、構造型文法観に基づ く分析に よ っ て 関係節の 種類

とそ の 難度差 を説明する方法が Hamilton （1995）に よ っ て 提 唱 された。　Hamiltonは、関係文法

に基づ く解釈に
一

応の 価値 を認め つ つ も、関係節 の 難度決定要因と して格の 違い が 機能す る こ

とは認めず、関係文法か ら構造型 文法へ の 理論的枠組み の 転換 が必要で ある と主張 した 。 そ し

て 、 関係節の 難度変化 は wh 一抽 出 に よ っ て な される句の 不連続性 の程度に よ っ て規定され る と

考えた 。 筆者の 論 文 （lto， 1995）で は
、 属格の 難度は whose に後続する格 の 文法的役割 の 違 い

に よ っ て 変化す る こ とが 明 らか とな り、構造型文法の 有効性は示唆され たが 、格の 文法的役割

の 観点か ら難度変化を検討した た め、理論的枠 組み と して の 関係文法か らの 完全脱却 は不可能

で あ っ た 。 しか し、こ の 仮説が 提唱 され た こ と に よ り、 関係文法 よ りも構造型文法が有効で あ

る と主張で きる ように な っ た。 Hamilton は 、 英語にお ける 間接 目的恪 と前置詞の 日的格 の相 違点

に着 目 し 、 関係文法で は異なる範疇 （間接 目的格 、前置詞の 日的格）に分類 され る格 も 、 構造

型が 同 じ場合と異な る場合 の 2 つ が存在す る点 を指摘 した 。 前置詞句 には 項 （argument ）の 場

合と付加 部 （a（ljunct）の 場合が存 在す る。そ して Hamilton は （1）関係文法の 理 論 的枠組み に

お い て 同
一

の 範疇 に分類 されて も構造型が 異な れ ば、L2 学習者 の 解答 における正確度 で 測定 さ

れる 中間 言語運用 は有意な変化を示 し、  関係文法の 理論的枠 組み にお い て 異なる範疇に分

類 され て も 、 構造型 が 同
一

で あれ ば中間 言諳 運用 は有意 な変化を示さな い 、との 仮説を設定 し

た 。 米 国で 英語 を学 ぶ L2 学習者を対象に調査 を遂行 した結果 、彼 らの 中間言諳運用は 、構造

型が異 なる 場合 の み有意な変化を示す傾 向が み られ たが、有意水準 に達 しなか っ たため 研究結

果 は保留 とな っ た 。

　本論文で は、対象者 の 抽 出法 と統 計分析法 の 手法を改善す る と とも に 、タ ス ク を項 目分析 に

よ っ て 妥 当性検証 を行 い 、よ り厳密化され た環境下 で replication を行 っ た 。 調査 を遂行 す る た

め、以 卜
’
の仮説を設定 した 。

　仮説 1 ：同
一

の 前置詞 の 目的格 で あ っ て も、その 構造型が 異 なれ ば 、 学習者の 中間言語運用

に お ける正 確度 は変化 を示す、，

　仮説 2 ：前置詞 の 目的格で あろ うと間接目的格で あろ うと、そ の 構造型が 同 じで あれ ば、学

習者の 中岡言語運用 に お ける正 確度は変化 を示 さない 。

　仮 説 3 ：項が果 た す意味上 の 機 能 （シ
ータ役割）が異 な っ て も構造型が同じ項で あれ ば、学

習者の 中間言語運用 にお ける正確度は変化を示 さな い
。

　被調査者 ： 日本人英語学習者 116 名 。

　調査材料 ：文章結合 テ ス ト （各 5 項 目、計 30項目）。

　調査 手順 ：採点 ：英語母語話者に よ り提供 され た模範解答を参考 。

　　　　　 信頼性 ：ク ロ ン バ ッ ク α 係数 ： 0．84。

　　　　　 妥当性 ：テ ス ト項目の 弁別指数 （点双列相関係数の 平均値）0．26．

　　　　　 統計分析 （分散分析、ラ イ ア ン 法に よる多重比 較）。 有意水準 ： α
＝．01 。

　調査の 結果 と考察 ：構造型 の 差の み を変数 に した テ ス ト項 目の 得点 問にお い て の み統計 的 に
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有意 な差 が認め られた 。 したが っ て 、関係節 の 難度 を規
’
定す る要因は格 の 文 法的役割 の 違い で

は な く、構造型の 相違で ある こ とが示唆 された 、，こ の 結果は 「格階層」 を安易 に 理論的枠組み

と して 利用 した SLA 研 究者た ち へ の 警鐘 とし て も理 解され る べ きで ある。

　結論 と今後の 課題 ：今後の 調査 で は理解 レ ベ ル の 観点か ら本仮説の 妥当性 を検証 すべ きで あ

る 。

注 ：本論文の 内容の 一
部は 、 大学英語教育学会新 人賞受賞論文 （lto，2001a） に基づ い て い る 。

　　紙数上 の 都合、具体的なデ
ー

タ と分折結果 は割愛 した 。 詳細は It。 （2001a）と伊 藤 （2001b）

　　を参照 された い
。

ハ ミ ル トン 仮説の 理解 レ ベ ル に おける妥当性の 検証結果 は
、 ［to ［in　press］

　　を参照 された い （2006年 1月ベ ル ギー
リ ュ

ーベ ン カ トリッ ク大学応用言語学研 究所刊行学

　　術雑誌 ITL　Review　ofApρtied　Linguisticsに掲載予定）。
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　　小学校に おける Storytellingの 実践

現 場教師 との Collaborationに よ る Action　research

八 田玄二 （椙山女学園大学）

　筆者は 、 2001 年夏か ら 2003 年 の 夏 まで ほ ぼ 2 年間にわ た っ て 英国 の ヨ
ー

ク大学教 育学部の

MA 　in　Teaching　English　to　Young 　Learners（TEYL ）by　Distanceに在籍 し、本年 7 月、そ の コ
ー

ス を

修了 した 。

　JACET 月例会の 発表で は 、 プ ロ ジ ェ ク トとして行 っ た小学校 4 年生 を対象とした Storytelling
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